
別記様式（第６条関係）

唐津市教育委員会　様 〇 年 〇 月 〇 日

１．生活保護が停止又は廃止された。

２．同居者全員、市民税が非課税である。

３．児童扶養手当を受給している。

４．その他（保護者の職業が不安定で

現在、生活に困っている等）
　

※申請者名義に限る ※口座名義人をカナで記入

※

・　　　　　・

※この申請書に記載された個人情報は、就学援助認定に係る事務処理にのみ使用し、ほかの目的には使用しません。

修正テープ、修正液は絶対に使用しないでください（認められません）。
訂正箇所がある場合は必ず申請者名欄に押印のうえ、訂正箇所に訂正印をお願いします。

学
校
記
入
欄

受付日：　　　　　　　年　　　　　月　　　　日 教
育
委
員
会
記
入
欄

教育委員会受付印 認定審査結果

　　　必要書類（通帳の写し、児童扶養手当証書の写し等）が
　　　添付されている

認　　　・　　　否

認定年月日
　　　受付日が記入されている

1234567

口座
名義人
（漢字）

口座
名義人
（カナ）唐津　花子 カラツ　ハナコ

※指定の振込口座情報に変更や口座の解約が生じた場合は、通学している学校へ届け出てください。

申請
項目

申請
理由

令和〇年〇月に離婚し実家へ戻り、両親と子ども３人の６
人で生活しています。父は会社員ですが、両親とは生計を
別にしているため私のパート収入だけでは生活が苦しいた
め、就学援助を申請します。

振   込
金   融
機関名

佐賀
銀行
金庫
組合

和多田
支店
支所

　出張所

口座
番号

普通
当座
貯蓄

年
.　 　　.

※　世帯状況欄は、対象児童生徒と実際に同居されている方全員を記入して下さい。

令和・平成・昭和・大正

小
中

小
中 年

.　 　　.

年
.　 　　.

令和・平成・昭和・大正

令和・平成・昭和・大正

小
中

年
.　 　　.

年
無職

佐賀　ハツ 32.　6　.　4

令和・平成・昭和・大正

小
中

有限会社〇〇　会社員
佐賀　一郎 30.　5　.　12

母
サガ　ハツ 令和・平成・昭和・大正

小
中

〇〇株式会社　パート
唐津　花子 60.　3　.　19

父
サガ　イチロウ 令和・平成・昭和・大正

小
中

〇〇保育園
唐津　京子 29.　7　.　4

本人
カラツ　ハナコ 令和・平成・昭和・大正

小
中

唐津　桃子 20.　8　.　21

子
カラツ　キョウコ 令和・平成・昭和・大正

大志 小
中

唐津　太郎 27.　 4　.　15

〇 子
カラツ　モモコ 令和・平成・昭和・大正

第一 小
中

2

勤務先・学校等
氏 名

〇 子
カラツ　タロウ 令和・平成・昭和・大正

大志 小
中

1
年

世
帯
の
状
況

対象児童
生徒に〇

申請者と
の続柄

フリガナ
生年月日 小、中学校名・学年

年

年

年

年

　今年度の準要保護認定を、下記のとおり申請いたします。

認定にあたり、下記世帯員の住民基本台帳及び住民税課税台帳の閲覧を承諾いたします。

　なお、準要保護認定後は唐津市から支給される就学援助費は下記口座に振り込んでください。

　ただし学校集金に未納が生じた場合又は就学援助費が振込不能となった場合は、就学援助費の受領及び執行に関す

る権限を当該学校長に委任します。

申
請
者

住所 唐津市西城内〇-〇

フリガナ カラツ　ハナコ
電話
番号

自宅：　　　0955　　-　　00　　-　0000
携帯：　　　090　-　　0000　　-　0000氏名 唐津　花子　　　㊞

年度 準要保護申請書兼世帯票
記 入 例

・すべて黒のボールペンで自書してください。

（鉛筆や消えるボールペンは使用しないでください。）

・押印は不要です。ただし、訂正箇所がある場合は申請書名簿に押印のうえ、

訂正箇所に訂正印をお願いします。 ※訂正箇所がなければ押印不要

令和7年4月1日以降の（新）学校名、

学年を記入してください。

※進学先の学校が未確定の場合は、

お住まいの校区の学校名を記入して

ください。

・同居者全員が非課税の場合は「2」に☑をつけてください。

・「3」に☑をつけた場合は、児童扶養手当証書の受給者番号・有効期

限がわかる部分の写しを添付してください。

・「1」～「3」に当てはまらない場合は、「4」に☑をつけてください。

家庭の状況等を詳しく記入
してください。

就学援助費の振込先を記入してください。なお、
口座は申請者名義の口座に限ります。通帳の
銀行名、支店名、名義、口座番号が分かる部分
の写しを添付してください。

対象児童生徒と実際に同居されている方全員を記入し
てください。また、配偶者が別住所であっても、単身赴
任や婚姻状態が継続している場合は、生計同一とみな
すため、世帯の状況欄に記入してください。

㊞


